
(57)【要約】

【課題】　ゴルフボールを打ったときの衝撃を吸収して

破損や紛失を防ぎ、積み重なったコイルバネの接触面積

が広いため、左右にずれにくくて、支持されるゴルフボ

ールの位置ずれを防ぐことができ、すっきりした外観の

ゴルフティを提供すること。

【解決手段】　下端が先鋭状に形成された差込部１と、

頂部に設けられたボール載置部２とをコイルバネ３で連

結して成り、コイルバネ３は角形断面を有し、コイルバ

ネ３の上下に積み重なった各段どうしが面接触している

。

【選択図】　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 端 が 先 鋭 状 に 形 成 さ れ た 差 込 部 と 、 頂 部 に 設 け ら れ た ボ ー ル 載 置 部 と を コ イ ル バ ネ で
連 結 し て 成 り 、 前 記 コ イ ル バ ネ は 角 形 断 面 を 有 し 、 該 コ イ ル バ ネ の 上 下 に 積 み 重 な っ た 各
段 ど う し が 面 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と し た ゴ ル フ テ ィ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 差 込 部 の 上 端 部 に 、 上 端 面 が 開 口 し た 筒 状 頭 部 を 形 成 し 、 前 記 ボ ー ル 載 置 部 の 下 端
部 に 、 下 端 面 が 開 口 し た 筒 状 支 持 部 を 形 成 し 、 前 記 コ イ ル バ ネ の 両 端 部 を 、 そ れ ぞ れ 前 記
筒 状 頭 部 及 び 筒 状 支 持 部 に 挿 入 し て 固 定 し た 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ル フ テ ィ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ゴ ル フ テ ィ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 使 用 さ れ て い た ゴ ル フ テ ィ は 、 木 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 を 素 材 と し て 、 先 細 の 差 込
部 と ボ ー ル 支 持 台 と が 一 体 に 形 成 さ れ て い た 。
　 こ の よ う な ゴ ル フ テ ィ は 、 硬 質 素 材 を 用 い て い る た め 、 ゴ ル フ ク ラ ブ で ゴ ル フ ボ ー ル を
打 っ た 時 に 、 ク ラ ブ ヘ ッ ド が 当 た っ た 衝 撃 で 変 形 し た り 、 折 れ た り 、 或 い は 、 遠 く へ は じ
き 飛 ば さ れ て 紛 失 す る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 従 来 、 ク ラ ブ ヘ ッ ド が 衝 突 し た 衝 撃 を 吸 収 し 、 破 損 や 紛 失 を 防 ぐ こ と が で き る
ゴ ル フ テ ィ と し て 、 １ 本 の 鋼 鉄 線 を コ イ ル バ ネ 状 に 折 り 曲 げ て 、 皿 状 の 載 置 部 と 、 胴 部 と
、 埋 設 部 と を 連 続 し て 形 成 し た ス プ リ ン グ 式 ゴ ル フ テ ィ が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
　 し か し 、 通 常 の 鋼 鉄 線 は 断 面 が 円 形 で あ る た め 、 上 下 に 重 な っ た ス プ リ ン グ の 各 段 が 互
い に 線 接 触 し 、 接 触 面 積 が 非 常 に 小 さ い の で 、 不 安 定 で 左 右 に ず れ や す く 、 こ の た め 、 ゴ
ル フ ボ ー ル が 位 置 ず れ し や す い 。 ま た 、 地 面 に 差 し 込 む 時 及 び 引 き 抜 く 時 に コ イ ル バ ネ を
持 つ こ と に な る の で 、 外 力 に よ っ て コ イ ル バ ネ が 変 形 し や す い と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 埋 設 部 と ボ ー ル 支 持 部 と を コ イ ル バ ネ 連 結 す る と 共 に 、 埋 設 部 と ボ ー ル 支 持 部
と を 凹 凸 嵌 合 し た ゴ ル フ テ ィ が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 及 び 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
　 こ の ゴ ル フ テ ィ で は 、 埋 設 部 と ボ ー ル 支 持 部 と が 凹 凸 嵌 合 に よ っ て 正 確 な 位 置 に 位 置 決
め さ れ て い る の で 、 ゴ ル フ ボ ー ル が 安 定 し て 支 持 さ れ 、 位 置 ず れ し に く い 。
　 し か し 、 ゴ ル フ ボ ー ル を 打 っ て 、 ボ ー ル 支 持 部 が 埋 設 部 か ら 外 れ る と 、 そ の 都 度 、 人 手
に よ っ て ボ ー ル 支 持 部 と 埋 設 部 と を 嵌 合 し 直 さ な け れ ば な ら ず 、 こ の 作 業 が 非 常 に 面 倒 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ９ － １ ６ ４ ６ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 公 昭 ６ ０ － ３ １ ７ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 公 昭 ６ ２ － ３ ２ ０ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 ゴ ル フ ボ ー ル を 打 っ た と き の 衝 撃 を 吸 収 し て 、 破 損
や 紛 失 を 防 ぎ 、 打 撃 後 は ボ ー ル 載 置 部 が 差 込 部 に 対 し て 自 動 的 に 元 の 位 置 に 復 帰 し 、 積 み
重 な っ た コ イ ル バ ネ の 各 段 ど う し の 接 触 面 積 が 広 い た め 、 左 右 に ず れ に く く て 、 ゴ ル フ ボ
ー ル の 位 置 ず れ を 防 ぐ こ と が で き 、 す っ き り し た 外 観 の ゴ ル フ テ ィ を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ テ ィ は 、 下 端 が 先 鋭 状 に 形 成 さ れ た 差 込 部 と 、 頂 部 に 設 け ら れ た ボ ー ル
載 置 部 と を コ イ ル バ ネ で 連 結 し て 成 り 、 前 記 コ イ ル バ ネ は 角 形 断 面 を 有 し 、 コ イ ル バ ネ の
上 下 に 積 み 重 な っ た 各 段 ど う し が 面 接 触 し て い る 。
　 前 記 差 込 部 の 上 端 部 に 、 上 端 面 が 開 口 し た 筒 状 頭 部 を 形 成 し 、 前 記 ボ ー ル 載 置 部 の 下 端
部 に 、 下 端 面 が 開 口 し た 筒 状 支 持 部 を 形 成 し 、 前 記 コ イ ル バ ネ の 両 端 部 を 、 そ れ ぞ れ 前 記
筒 状 頭 部 及 び 筒 状 支 持 部 に 挿 入 し て 固 定 し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 ボ ー ル 載 置 部 に 載 置 さ れ た ゴ ル フ ボ ー ル を ゴ ル フ ク ラ ブ
で 打 つ と 、 コ イ ル バ ネ が 撓 ん で そ の 衝 撃 を 吸 収 す る の で 、 破 損 し た り 遠 く へ 飛 ん で 紛 失 す
る の を 防 ぐ こ と が で き 、 ゴ ル フ ボ ー ル を 打 っ た 衝 撃 で ボ ー ル 載 置 部 の 位 置 が ず れ て も 、 コ
イ ル バ ネ の 復 元 力 で 、 自 動 的 に 元 の 位 置 に 復 帰 す る 。
　 ま た 、 コ イ ル バ ネ の 積 み 重 な っ た 各 段 は 面 接 触 し て い る の で 、 接 触 面 積 が 広 く て 左 右 に
位 置 ず れ し に く く 、 こ の 結 果 、 ゴ ル フ ボ ー ル を 正 し い 位 置 に 安 定 し て 支 持 す る こ と が で き
る 。
　 さ ら に 、 コ イ ル バ ネ は 、 断 面 円 形 の コ ー ド を 巻 い た も の に 比 べ て 、 外 面 の 凹 凸 が 少 な く
平 滑 に な る た め 、 外 観 が す っ き り す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 衝 撃 吸 収 力 の 高 い 比 較 的 長 い コ イ ル バ ネ で 差 込 部 と ボ ー
ル 載 置 部 と を 連 結 し て も 、 左 右 に ぐ ら つ き に く い た め 、 い っ そ う 安 定 し て ゴ ル フ ボ ー ル を
支 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 常 態 に お い て は 、 差 込 部 を 地 面 に 差 し 込 ん だ り 引 き 抜 く 際 に 、 筒 状 頭 部 を 持 つ こ
と が で き 、 コ イ ル バ ネ に 外 力 が 加 わ ら な い の で 、 正 確 な 方 向 に 差 し 込 む こ と が で き る と 共
に 、 長 期 間 使 用 し て も コ イ ル バ ネ が 変 形 し に く い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の ゴ ル フ テ ィ は 、 差 込 部 １ と ボ ー ル 載 置 部 ２ と を コ
イ ル バ ネ ３ で 連 結 し て 成 る 。
　 差 込 部 １ は 、 合 成 樹 脂 、 金 属 等 を 素 材 と し 、 下 端 が 先 鋭 状 の ピ ン 体 ４ と 、 ピ ン 体 ４ の 上
端 に 一 体 に 形 成 さ れ た 筒 状 頭 部 ５ と を 備 え る 。 筒 状 頭 部 ５ は 、 ピ ン 体 ４ よ り 径 大 で 、 上 端
面 が 開 口 し た 円 筒 体 よ り 成 り 、 ピ ン 体 ４ と 中 心 軸 を 共 有 す る よ う 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 筒 状 頭 部 ５ の 上 面 （ 開 口 底 面 ） 中 心 か ら 上 方 に 向 か っ て 、 中 心 軸 に 沿 う 下 部 突 起
１ １ が 一 体 に 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ボ ー ル 載 置 部 ２ は 、 合 成 樹 脂 、 金 属 等 を 素 材 と し 、 筒 状 支 持 部 ６ と 、 ボ ー ル 支 持 台 ７ と
を 備 え る 。
　 筒 状 支 持 部 ６ は 、 筒 状 頭 部 ５ と 同 径 で 下 端 面 が 開 口 し た 円 筒 体 よ り 成 り 、 そ の 下 面 （ 開
口 天 面 ） 中 心 か ら 下 方 に 向 か っ て 、 中 心 軸 に 沿 う 上 部 突 起 ８ が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
　 ボ ー ル 支 持 台 ７ は 、 ボ ー ル 載 置 部 ２ と 一 体 に 形 成 さ れ 、 環 状 部 ９ の 上 端 縁 に 多 数 の 支 持
片 １ ０ を 設 け て 成 る 。
　 支 持 片 １ ０ は 、 上 部 が 径 方 向 外 方 へ 傾 斜 し て お り 、 上 部 が 下 部 よ り や や 細 く 形 成 さ れ 、
環 状 部 ９ の 周 方 向 に 等 間 隔 で 立 設 さ れ て い る 。 即 ち 、 環 状 に 配 置 さ れ た 支 持 片 １ ０ に よ っ
て 、 上 方 へ ラ ッ パ 状 に 開 い た ボ ー ル 受 け 部 分 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 コ イ ル バ ネ ３ は 、 合 成 樹 脂 製 で 断 面 角 形 の コ ー ド を 螺 旋 状 に 巻 い た も の で あ り 、 そ の 外
径 は 筒 状 頭 部 ５ 及 び 筒 状 支 持 部 ６ の 内 径 よ り も や や 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 コ イ ル バ ネ ３ は 角 形 断 面 を 有 す る の で 、 コ イ ル バ ネ ３ の 上 下 に 積 み 重 な っ た 各 段
ど う し は 、 広 い 面 積 で 面 接 触 し て い る 。 従 っ て 、 コ イ ル バ ネ ３ の 外 面 は 、 円 形 断 面 の コ ー
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ド を 巻 い た コ イ ル バ ネ に 比 べ て 平 滑 に な り 、 外 観 が す っ き り す る 。
　 さ ら に 、 コ イ ル バ ネ ３ の 両 端 部 は 、 そ れ ぞ れ 筒 状 頭 部 ５ 及 び 筒 状 支 持 部 ６ 内 へ 挿 入 さ れ
て 、 下 部 突 起 １ １ 及 び 上 部 突 起 ８ の 外 周 に 嵌 合 さ れ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の ゴ ル フ テ ィ を 使 用 す る 際 は 、 筒 状 頭 部 ５ を 持 っ て 差 込 部 １ を 地 面 へ 差 し 込 み 、 ボ ー
ル 載 置 部 ２ の 上 に ゴ ル フ ボ ー ル を 載 せ る 。 ボ ー ル 載 置 部 ２ 上 に 支 持 さ れ た ゴ ル フ ボ ー ル を
ゴ ル フ ク ラ ブ で 打 つ と 、 ゴ ル フ ク ラ ブ が 当 た っ た 衝 撃 で コ イ ル バ ネ ３ が 撓 み 、 ボ ー ル 載 置
部 ２ が 移 動 す る 。
　 し か し 、 外 力 が 消 失 す る と 、 コ イ ル バ ネ ３ の 復 元 力 に よ っ て ボ ー ル 載 置 部 ２ は 、 自 動 的
に 差 込 部 １ の 直 上 で あ る 元 の 位 置 に 復 帰 す る 。
　 ま た 、 ゴ ル フ テ ィ を 引 き 抜 く 際 も 、 筒 状 頭 部 ５ を 持 て ば 、 コ イ ル バ ネ ３ に 外 力 が 加 わ る
こ と は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す ゴ ル フ テ ィ の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す ゴ ル フ テ ィ の 要 部 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ 　 差 込 部
　 ２ 　 ボ ー ル 載 置 部
　 ３ 　 コ イ ル バ ネ
　 ４ 　 ピ ン 体
　 ５ 　 筒 状 頭 部
　 ６ 　 筒 状 支 持 部
　 ７ 　 ボ ー ル 支 持 台
　 ８ 　 上 部 突 起
　 ９ 　 環 状 部
　 １ ０ 　 支 持 片
　 １ １ 　 下 部 突 起

10

20

(4) JP 2005-296330 A 2005.10.27



【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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